
令和元年度岩手県立中部病院地域医療研修成
果報告会が11月29日に当院会議室で開催され
ました。当院で地域医療研修を行った6名の二
年次研修医の先生方の他、来年度研修予定の一
年次研修医の先生方も参加してくれました。ま
た、小山田尚先生、田村乾一先生、事務の方々
もご参加くださり、充実した報告会となりまし
た。発表してくださった先生方は、皆目を輝か
せて内容の濃い報告をしてくれました。チーム
医療の一員として診療を行った成果や感想、地
域だからこそ経験できた症例の振り返り、稀な
疾患の経験、中核病院へ搬送する側の状況や事
情の理解、また診断から治療まで責任を持って
患者を診ることの大切さなど、様々なことを述
べていました。我々聞く側も大変ためになるお
話でした。小山田尚先生より、「研修医が西和
賀さわうち病院から帰ってくると、一回り大き
くなったことを実感できる。」とのお言葉をい
ただきました。受け入れた私たちとしてもとて
も嬉しいコメントでした。会には細井洋行町長
も参加してくださり、発表に対する感想や激励
の言葉をいただき、こちらも研修医の皆さんの
心に響いたと思います。引き続き行われた懇親
会では、当院のスタッフが心を込めて準備した
数々の郷土料理に舌鼓を打ち、大いに盛り上が
りました。中部病院の皆さんも西和賀の郷土料
理に満足してくれたことと思います。中部病院
には患者の紹介や相談など多くのことでお世話
になっています。今後もこのような交流を持ち
続け、地域住民のためにも良い連携を維持する
ことが私たちの役割だと考えています。また、
地域医療研修という形で今後もお役に立てるよ
う、できるだけ協力していきたいと思っていま
す。来年度は北上済生会病院の地域医療研修も
受け入れる予定になっています。引き続き研修
医教育に力を注いでいきます！

岩手県立中部病院地域医療研修
成果報告会を開催しました

院長 小原 眞

研修成果報告

細井町長を囲んで記念写真

中部病院の皆さんを郷土料理でもてなし
ました
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平成２６年４月に医療福祉連携室を旧
沢内病院に開所しました。そして、平成
２６年１０月に新病院に場所を移しおよ
そ５年が過ぎました。
当初は、強烈なリーダーシップで連携

室を牽引してくださいました、村田純子
前副院長兼総括看護師長が敷いた業務を
こなしていましたが、患者さんと医療福
祉関係者のニーズと時間の経過とともに、
連携室の役割も多様化していったように
思います。些細なことでも頼っていただ
けるようになりました。町内外の医療福
祉関係者とは強力な信頼関係を築けたと
感じています。
病病連携では、急性期病院の専門外来

から、治療が落ち着いた患者さんのフォ
ローアップの外来診療依頼が大幅に増え
ました。
後方支援では、以前より沢山の病院・

施設に、入院患者さんを退院調整しまし
た。患者さんの希望で、県外の施設に退
院した患者さんもいました。
連携室で関わる患者さんは、医療支援

よりも生活支援が必要な患者さんが多い
です。地域の生活者目線と、患者さんに
対しての誠実さを忘れてはいけないと思
い返しています。連携室の統計データが
まとまりましたら、再度報告いたします。

医療福祉連携室５年の振り返り

医療福祉連携室
高橋 豊宏

当院では7月からストーマ外来を行なってい
ます。
月1回（第2火曜日 14：30～16：30）

になりますが、中部病院から皮膚・排泄ケア認
定看護師にきていただき診察をしています。
ストーマとは様々な病気により、手術によっ

てお腹に新しく作られた便や尿の排泄の出口の
ことを言います。種類としては人工肛門・人工
膀胱があります。
診察の内容としては、ストーマ装具装着方法

の指導、ストーマケアに関する用品の情報提供、
ストーマ周囲の皮膚についての相談・支援を行
なってます。
また、褥瘡（床ずれ）なども診ていただいて

おります。
ストーマケアや床ずれなどできになることや、

困っていることあれば、お気軽にご相談下さい。

※ストーマ外来は予約制になっております。診
察希望の方は事前に外来にご連絡下さい。

ストーマ外来行なっています

主任看護師
小田島 江利子
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専門の看護師（皮膚･排泄ケア認定看護
師）が支援を行っております。
町内で専門的な相談にお応えできます。


